
































では PDFl.2 (1A系)，PAL2， PER4、処理3時間では、 PAD3(camalexin生合成系)，PRJ (SA系)などの発現が
増加した。さらに、 Col-Oの変異株を用いて炭痘病菌(仁 destructivum)の感染率を調べた結果、かcaryophyllene




















付与の両作用を合わせ持つことを明らかにした成果は秀でている。これらの成果は、 J.Gen. Plant Pathol. 
に一報、また、その他の印刷物として7編が公表されており、国際会議3回を含め8回の口頭発表も行
なっている。以上のことから、本論文は、博士(農学)の学位に値するものと判定した。
